
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

お知らせ
　

ど
ん
な
ひ
と
の
、
ど
ん
な
悩
み
に
も

寄
り
添
っ
て
、
一
緒
に
解
決
す
る
方
法

を
探
し
ま
す
。
電
話
相
談
の
専
門
員
が

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
で
抱
え

込
ま
ず
に
、
お
電
話
く
だ
さ
い
。

【
相
談
例
】

　

生
活
、仕
事
、住
居
、心
、家
庭
、お
金
、

病
気
、
障
が
い
、
犯
罪
、
性
、
Ｄ
Ｖ
・

性
暴
力
、
子
ど
も
、
法
律
・
法
的
手
続

き
、
行
政
・
そ
の
他
の
諸
手
続
き
、
教
育
、

人
間
関
係
、
外
国
籍
、
被
災
地
・
原
発

な
ど

【
そ
の
他
】

　

24
時
間　

通
話
料
無
料
・
携
帯
電
話

（
Ｐ
Ｈ
Ｓ
）、
公
衆
電
話
か
ら
も
つ
な
が

り
ま
す
。

問
　

よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
0
1
2
0
‐
2
7
9
‐
3
3
8

　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　

つ
な
ぐ　

さ
さ
え
る
）

　

http://279338.jp/yorisoi/

鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校
か
ら

お知らせ
　

左
記
の
と
お
り
、
職
業
訓
練
生
を
募

集
し
ま
す
。

■
経
理
事
務
パ
ソ
コ
ン
Ｋ
②

【
定
員
】
24
名

【
会
場
】

　

Ｋ
Ｗ
Ｓ
鹿
屋
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル

　

鹿
屋
市
西
原
４
‐
９
‐
11　

桜
ヶ
丘

ビ
ル
２
階

【
募
集
期
間
】

　

11
月
12
日
（
木
）
〜
12
月
17
日
（
木
）

【
選
考
日
】

　

平
成
28
年
１
月
７
日
（
木
）

【
訓
練
期
間
】

１
月
22
日
（
金
）
〜
４
月
21
日
（
木
）

■
介
護
職
員
養
成
科

【
定
員
】
20
名

【
会
場
】

　

ニ
チ
イ
学
館　

鹿
屋
校

　

鹿
屋
市
寿
７
‐
４
‐
38

【
募
集
期
間
】

　

11
月
25
日
（
水
）
〜
１
月
５
日
（
火
）

【
選
考
日
】

　

平
成
28
年
１
月
19
日
（
火
）

【
訓
練
期
間
】

２
月
３
日
（
水
）
〜
５
月
２
日
（
月
）

■
パ
ソ
コ
ン
・
実
務
科
④

【
定
員
】
24
名

【
会
場
】

　

プ
ラ
イ
ム
ワ
ー
ク
ス

　

志
布
志
市
志
布
志
町
志
布
志
３
‐
16

‐
８

【
募
集
期
間
】

　

12
月
８
日
（
火
）
〜
１
月
19
日
（
火
）

【
選
考
日
】

　

平
成
28
年
２
月
２
日
（
火
）

【
訓
練
期
間
】

２
月
18
日
（
木
）
〜
５
月
17
日
（
火
）

■
パ
ソ
コ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
科
③

【
定
員
】
24
名

【
会
場
】

　

鹿
屋
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校

　

鹿
屋
市
白
水
町
2
8
1

【
募
集
期
間
】

　

１
月
21
日
（
木
）
〜
２
月
25
日
（
木
）

【
選
考
日
】

　

平
成
28
年
３
月
10
日
（
木
）

【
訓
練
期
間
】

３
月
25
日
（
金
）
〜
６
月
24
日
（
金
）

問
　

県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校　

総
務
課

　

☎
0
9
9
4
‐
４
４
‐
8
6
7
4

女
性
の
た
め
の
無
料
法
律
相
談

お知らせ

　

配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

に
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。我
慢
し
た
り
、

自
分
を
責
め
た
り
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

　

11
月
18
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

【
そ
の
他
】

　

相
談
無
料

　

予
約
優
先

　
（
☎
0
9
9
‐
2
2
1
‐
6
6
3
0
）

問
　

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
か
ご

し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
男
女
共
同
参

画
推
進
課
）

　

☎
0
9
9
‐
2
2
1
‐
6
6
0
3

11
月
11
日
は
『
介
護
の
日
』

お知らせ
　

こ
の
日
は
、『
介
護
に
つ
い
て
理
解

と
認
識
を
深
め
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
お
よ
び
そ
の
家
族
、
介
護
従
事
者
な

ど
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の

人
た
ち
を
取
り
巻
く
地
域
社
会
に
お
け

る
支
え
合
い
や
交
流
を
促
進
す
る
』
こ

と
を
目
的
と
し
て
、設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
『
介
護
の
日
』
に
合
わ
せ
て
、
関
係

団
体
に
よ
る
介
護
相
談
が
実
施
さ
れ
る

ほ
か
、『
介
護
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い
』

を
は
じ
め
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
開
催
さ
れ
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
　

県
庁
社
会
福
祉
課

　

☎
0
9
9
‐
2
8
6
‐
2
8
2
4

　

県
庁
介
護
福
祉
課

　

☎
0
9
9
‐
2
8
6
‐
2
6
9
6

　

11
月
12
日
〜
25
日
は
、
女
性
に
対

す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
期
間
で
す
。

こ
の
運
動
の
一
環
と
し
て
、
県
で
は
、

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー

カ
ー
、
離
婚
な
ど
の
悩
み
や
問
題
に
つ

い
て『
女
性
の
た
め
の
法
律
1
1
0
番
』

を
実
施
し
、
女
性
の
弁
護
士
が
電
話
や

面
接
に
よ
り
相
談
に
応
じ
ま
す
。

第
２
弾
『
平
和
学
習
ガ
イ
ド

と
巡
る
戦
跡
め
ぐ
り
』

お知らせ
　

道
の
駅
く
に
の
松
原
お
お
さ
き
総
合

案
内
所
の
企
画
に
よ
り
、
左
記
の
と
お

り
、
大
崎
町
在
住
の
鹿
屋
市
認
定
平
和

学
習
ガ
イ
ド
と
『
戦
跡
め
ぐ
り
』
を
実

施
し
ま
す
。

【
背
景
】

　

戦
後
70
年
と
な
り
戦
争
遺
跡
の
老
朽

化
や
取
り
壊
し
、
戦
争
体
験
者
の
高
齢

化
に
よ
り
戦
争
の
記
憶
の
風
化
が
心
配

さ
れ
ま
す
。

　

こ
こ
鹿
児
島
は
沖
縄
に
続
く
本
土
決

戦
の
重
要
な
地
と
さ
れ
、
特
攻
の
歴
史

や
大
隅
の
地
に
は
戦
跡
が
い
く
つ
も
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
大
崎
の
地
に
も
そ
の

歴
史
が
あ
り
ま
す
。

【
期
日
】
10
月
25
日
（
日
）

【
場
所
】

　

大
崎
町
内
お
よ
び
近
隣
市
町

【
対
象
】

　

小
学
生
（
低
学
年
は
保
護
者
同
伴
）

か
ら
大
人
ま
で

【
内
容
】

　

本
町
に
残
る
戦
跡
や
曽
於
・
志
布
志

市
に
残
る
地
下
発
電
所
用
壕
や
記
念
碑

の
見
学
。

【
募
集
期
限
】

　

10
月
21
日
（
水
）
ま
で

問
　

道
の
駅
く
に
の
松
原

　
　
　
　

お
お
さ
き
総
合
案
内
所

　

☎
０
９
９
‐
４
７
７
‐
２
４
０
０
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